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Abstract
There is not a popular movement evaluation method of active play of children in Japan. Actually some 
methods for specialists have already existed, however they are difficult for normal child care workers. This 
pilot study tries to clarify the basic element of analyzing children’s movement by referring to Kestenberg 
Movement Profile （KMP） which is popular in dance/movement therapy in the United States. This profile 
mainly consists of the two systems and is concerned with children’s psychological aspect. To understand the 
theoretical aspect of KMP, we have to study Darwin, Laban Movement Analysis and child psychiatry. Al-
though child care workers have no time to study such complicate theories, some methods to understand chil-
dren’s movement and the meaning of it from objective point of view are required. So this is why we should 
refer the existing popular method and try to find the way of application. Through taking a general view from 
KMP and focusing Tension-Flow Effort System, the natural flow movement is estimated as a key movement 





















法が Loman や Kestenberg1）2）3）らによって理論的研究がなされてきた．とりわけ，Kestenberg が中心とな
り作成された Kestenberg Movement Profile（KMP）4）は，特に子どもを対象としたダンスセラピーにおい
てその評価法の中心的役割を果たしている．本研究では，ダンスセラピーで用いられる動きの評価法を





評価の必要性が求められてきた．1966 年に設立されたアメリカダンスセラピー協会（American Dance 
Therapy Association）の初代会長の Chace は，精神病患者とその動きの関連性に着目し，動きの特徴の理
解に努めていた 5）とされる．またダンスセラピーにおいては，グループ内の相互交流を活用した手法も
多く，他者間での動きの分析方法などの検討 6）7）も試みられてきた．個人の動きの分析や評価，ひいて












このような状況において，Kestenberg Movement Profile は傑出した発展を遂げ，現在子どもの動きの評価
方法として幅広く認識されており，検討対象として最もふさわしい分析技法であると位置付けられよう．
Table 1.  欧米のダンスセラピーにおける動きの分析・評価・診断技法の概要
技法名 作成者・発表年 特　徴
Davis Movement Diagnostic　Scale Davis, M.
1968
身体，空間，エフォート，動きの歪みの 4 部門から成り，
部門ごとに分析項目が規定され，主に 0 ～ 2 点の 3 段階の
得点評価を行う












12 要因 216 項目の観察点を規定し，極めて細やかな動き
まで分析対象としているが，臨床においては実用的でない
The Action Profile System of Movement 



































レエフォートとして，3 対の動きが示されている．エフォートでは，フロー以外の 3 要素の対照的な動
きが示されている．


























システム 2 はシェイプフローエフォートシステムと称される．シェイプフローとは，3 次元での身体
の位置関係を示し，シェイプの変化の継続性として定義されている．シェイプフローにおいても，テン
ションフローと同様に対の動きから成り立っており，それぞれの動きが子どもと空間または空間内の他
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Figure 1.  KMP グラフ記入表




KMP はこのような 2 つのシステムから成る動きの分析項目をふまえ，観察された子どもの動きの特
性をグラフ化することにより，動きの特性を見いだそうとするものである．さらに対となる動きの割合
を数値化する工夫もなされている．グラフについては，その例を文献 11）より Figure 1 として転載した．
4．Kestenberg Movement Profile理解のための前提条件




び，さらに運動分析の専門家としての資格（Certified Movement Analyst CMA）を有するものも多い．しか
し，日本では Laban の名は知られていても，舞踊の専門家においてもその理論が十分に理解されている
とは言いがたい現状がある．Laban の研究者である大貫 14）は，Laban の理論が進化論で知られる Darwin
の業績を「隠し味」にして発展してきたことを指摘している．そして「ラバンの理論は理解するのではな
く，ああこういうものかと『了解』する」15）ことの重要性を述べている．つまり，KMP を理解するために




KMP に関連する部分を判断し抽出するべきであるが，今回は KMP の概要で示された，エフォートの
対概念の基礎となった Darwin の考え方，及びエフォートシステムの基盤となる Laban の理論に焦点を
絞り，KMP 理解を目的として以下にまとめることとする．
（1）　Darwin







表出されることを理論化していていたことにより，後の Laban にも影響を与えたものと思われる． 
（2）　Laban
Laban の理論は世界各国で広がっており，国によって捉え方に差異が見受けられるが，ここではアメ
リカを中心として広がる理論を基盤としたい．彼は自身の運動分析理論（Laban Movement Analysis 






力性（Weight），空間（Space），時間（Time），流れ（Flow）の 4 要素から成る Laban 独自の動きの概念を
表す専門用語であり，このエフォートによって，動く人間の心的態度を意味し，英語の本来の努力など













されるため，この流れの要素を除いた 3 つの要素を組み合わせ，　基本の 8 つのエフォートが定められ
ている（Table 4）．
Table 4.  基本の 8 つのエフォート
動き 力性 空間 時間 表現内容例
Thrusting strong direct quick 目標に向かっていきなり攻撃する
Pressing strong direct sustained 力を入れてぐっと押す
Slashing strong indirect quick やたらめったらに攻撃する
Wringing strong indirect sustained 強くじわっと絞る
Dabbing light direct quick 軽くペタペタっと塗る
Gliding light direct sustained 軽やかに一直線に滑る
Flicking light indirect quick 軽く弾き飛ばす






LMA の中では動きの 12 面体が有名である．その他の形も含め，ラバンが提唱した形には，4 面体，立






























KMP そのものの現状を振り返ると，KMP の理解を促進するために，とりわけシステム 1 のテンショ
ンフローリズムに焦点を当て，これら動きの分類を図式化する試み17）も生まれている．さらに，







註 1）  大学院博士前期課程においてダンスセラピスト養成が行われているアメリカ，イスラエルなどでは，必修科
目の中に動きの分析技法が含まれている．
註 2）  2000 年 3 月 18 日日本学術会議行動にて，日本学術会議健康・生活科学委員会健康・スポーツ科学分科会の
主催で行われ，8 月 28 日に提言書「子どもを元気にするための運動・スポーツ推進体制の整備」が発表された．
註 3）  ユング派のダンスセラピストである Chodorow は，その著作 18）の中で Darwin の 7 つの情緒についてふれ，子
どものダンスセラピーとの関連を述べている．
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